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Ⅰ．忘れられた価値と存在
　今日，人間の尊厳や自然との共生を軸としたポ
ストモダン（脱近代化）が模索され出している。
東日本大震災後にみえてきたのは，自然と人間の
調和の大切さである。求められるべきは，自然に
対する畏敬の念と謙虚なこころ，自然の営みを尊
重した生活様式，それを具現化する意思である。
　いまだに成長こそが諸問題を解決する方法であ
ると考えてはいないだろうか。高度経済成長以降
続いてきた産業化，工業化，都市化こそが社会の
進歩であるという強固な価値観である。
　先を競い，出来栄え，結果を気にする。より多く，
より豊富にモノを求める。かたちと速さから優劣
を峻別しようとする。ここにあるのは右肩上がり
の拡大を強いる「成長」である。「ここまででいい」
ということはない。生産する者は尊ばれ，生み出
さない者は避けられる。本来ひとり一人が尊重さ
れるべき存在であっても，そのことに鈍感である。
　経済効率が優先し，市場原理主義が貫徹され，
文明が進むほどに人の孤独感，疎外感が増し，救
われがたくなっている。置き去りにされた存在が
あることさえも「成長」という価値観のもとでは
視野に入ることはない。
　そうした脈絡において，「少子化」「高齢化」「過
疎化」が，あたかもそこに人格や個人が存在して
いないかのように語られ，”数量” や ”比率” に抽
象化される。その極みが「地方消滅」である。こ
れほど軽々で，無責任で，奢った表現はない。
　「成長」の脆弱さ，冷徹さを横に，五葉山登山
「ゆっくり　五葉山に登ろう」と地域発見「たま
げたね！上有住」の二つの行事を通し，自然―人
―営為の連関から，豊かさの内実について考察す
る。
　そして新たな試みとして「天嶽地域構想学」を
提唱し，その理念の体現をめざす。知識や技術，
感情を交感し，自然―人―営為のなかに人として
の，社会としてのありようを感じ合い，模索する
のである。
　登山，地域発見そして地域構想を通してわかっ
たのは，地域において生きられてきた真実や人び
との工夫の姿に学ぶことの大切さである。それは
「地域構想学」の精神に通じていた。これは少子
化，高齢化，過疎化が進む岩手県住田町上有住か
らの報告である。
Ⅱ．「ゆっくり　五葉山に登ろう」
― 楽しく 無理なく 苦痛なく ―
　１）企画の動機
　山開きやシャクナゲ観賞登山，五葉山麓の散策，
県内外の著名な山々，そして各地の景勝地に出か
け，自然に親しみ，楽しんできた。
　自分が，仲間たちが，自然を満喫し，交友の絆
を深め合っている。引っかかっていたのは，行き
たくても行けない人たちのことである。
　その思いを五葉山自然倶楽部2016年の新たな活
動計画とした。「ゆっくり　五葉山に登ろう」～
楽しく　無理なく　苦痛なく～である。想定した
対象は，体力に自信がなく，五葉山登山を諦めか
けている人たちである。「楽しく　無理なく　苦
痛なく」を合言葉に，必ずしも頂上を極めるので
はなく，「登ること」それ自体を楽しみ，頂上を
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めざすその過程を喜び合うのである。
　実施日は９月11日（日）。午前７時30分に五葉山
登山口の赤坂峠集合，午後３時30分ころ解散。募
集人数を「７名ほど」としたのは，体調不良や病
気，ケガを想定し，それに対応できる人数を考え
てのことである。
　三陸沿岸の最高峰，五葉山は標高1351㍍で，リ
アス式海岸が一望できる。住田町，大船渡市，釜
石市にまたがり，この地域の人たちから親しまれ，
愛されている。
　参加者を，五葉山自然倶楽部の会員は口コミで，
一般の方は東海新報で呼びかけることとした。幸
いなことに気仙沼市を主なエリアとする三陸新報
でも紹介していただいた。次から次に「いいでしょ
うか」「行けるでしょうか」と登山を願う切実な
声が届いた。当初見込みを大幅に上回る50人から
応募があった。敬老会や家族の世話，地区のお祭
りのお手伝い，本人の体調不良などにより，結果
として35歳から79歳までの男女40名の参加となっ
た。大船渡市13名，陸前高田市12名，住田町10名，
気仙沼市５名である。
　２）参加の動機
　「ゆっくり　五葉山へ登ろう」への参加動機は
多様である。多くの人たちを引きつけたのは地元
東海新報の「ゆっくり　五葉山に登ろう」の見出
しである。「ゆっくりであればきっと着いていけ
る」「ゆっくりならどうにか登れるかもしれない」
―登山を諦めかけていた人たちが応募した。
　それぞれに事情があった。
　・年々，体力がなくなってきています。これを
逃してしまうともう登れないのではないかと思っ
て。
　・喉頭がんを患っています。これまでは岩手山
をはじめ多くの山に登ってきました。岩手医大に
入院中は，病室の窓からずっと岩手山を眺めてい
ました。何としても登りたいのです。
　・45年ぶりの登山になります，久しぶりにもう
一度登りたいです。
　・これまでに登山をしたことがなく，どうして
も地元の山に登りかったのです。
　・ずっと，船に乗って漁をしてきました。その
時，遠くから五葉山を眺めてきました。９月末に
は80歳になります。その記念にお世話になった五
葉山にどうしても登りたかったのです。
　・10年前，「花を見よう」と呼びかけられ，登
山靴や登山用のズボン，衣類，ストックを揃えて
山登りをしてきました。しかし，津波ですっかり
流されてしまいした。あれ以来の登山です。
　３）ゆっくり登山
　多数の応募　応募した30人は，五葉山自然倶楽
部が主催する行事に参加するのは初めてで，体力
や性格，考え方を把握しかねた。参加希望者が多
いことを歓迎しつつも「無事登山ができるだろう
か」と，不安と緊張が増し，実施運営者で会議を
持つことにした。ちょうど２週間前の８月29日で
ある。企画・運営スタッフと，当日の各班の班長
と副班長が出席。登山道の状況確認と把握，そし
て，足がつってしまうことなど起りやすい症状，
ケガ，体調不良についての対処法について認識を
深めあった。
　応募のあった全員に，①班編成表，②日程表，
③登山の仕方，④持ち物について連絡。そして，
それぞれが不安や心配を抱いての登山なので「仲
間を気遣い，いっしょに登る喜びを，感じ合いま
しょう」と呼びかけた。
　覚悟の登山　「ゆっくり　五葉山に登ろう」の
９月11日。テレビの天気予報は，真っ赤な色の「晴
マーク」。受付とネームプレートの配布に備え，
６時55分に赤坂峠到着。すでに多くの参加者が集
まっていた。一番遠い気仙沼市本吉町から参加し
た千田ちゑ子さんは，まだ薄暗い５時頃に家を出
たという。
　この登山のために，奥羽山脈に出かけ，足慣ら
しをして臨んだ人もいる。「みんなに着いていけ
るか」「迷惑をかけることにはならないか」「歩き
とおせるか」―さまざまな不安を抱きつつも，勇
気を持って応募してくれた。ほとんどの参加者が，
30分以上も前に集まっていた。それぞれにとって
覚悟の登山であった。
　３班編成　女性が多く，赤や黄，緑，青などカ
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ラフルな服装は，駐車場の一角を明るくしている。
不安というよりも期待や喜びにあふれた会話があ
ちこちにあった。７時48分，３班編成の40名で赤
坂コースを往く。登山道には秋の風がそよぎ，ウ
メバチソウ，ヤマハハコ，キリンソウ，ハギが出
迎えてくれる。ガマズミは丸い大きな葉の近くに
小粒の真っ赤な実をたわわに付け，ナナカマドは
少し色づいている。
　７合目あたりからナナカマドやダケカンバ，ヤ
マザクラ，ミズナラの樹木が多くなってくる。地
面には濃い緑のササが広がり，広葉樹の木々があ
たりの空間を一人占めするかのように存分に枝を
伸ばしている。奥から幾重もの透き通る白いカー
テンを引いたようにガスが一帯を覆う。樹木は生
き生きし，神秘的な森がどこまでも続く。体力に
それぞれが不安を抱えながらも大きく遅れる人も
なく，予定の11時には全員が石楠花荘に着いた。
「よくここまで来たね」「夢みたいだ」「ずっと前
に来たところも，ここだったかも」と互いのがん
ばりを讃えあった。
　神秘の森　食事をしながらの弾んだ声が元気さ
そのものであり，山頂への期待がありありとうか
がえた。統括する紺野忠さんと相談し，稜線へ向
け進むこととした。10分足らずで日枝神社に到着。
その先の三角点のあるモニュメント，頂上の日の
出岩を目指す。
　深緑のガンコウランが出迎える小径を，一本の
線になって進むといつしか森に入り込んでいた。
ナナカマド，コメツガの原生林である。５，６m
であろうか，雪と風から，木の高さが著しく制約
される。根本や幹，岩，地表は，さまざまな種類
の鮮やかなコケで覆われている。
　「日の出岩」は巨岩が重なり合うように原生林
の上にニョッキリと突き出，遠くの山々が見渡せ
るのだが，この日はガスで近くしか見ることがで
きなかった。それでも頂上部に立つ面々には，明
るい満面の笑みがあった。
　思わぬケガ　７合目からは，２班を先頭に下る
こととした。ときおり冗談を言い合いながら歩い
ていると突然，携帯が鳴った。統括する紺野さん
からだった。ちょうど５合目の標識がすぐ目の前
にあった。「歩けなくなった人が出た。木の根に
つまづき，立木の枝にすがって態勢を整えようと
したが，勢い余って木に足を挟んでしまった。応
急処置をし，体を支えながら少しずつ下っている。
持ってきたテープ，包帯を置いていってほしい」。
５合目の標識を掲げている木の枝にそれらを吊る
し，「畳石」まで下ることとした。
　登山のとき，最後尾の私といっしょに歩いてい
た大船渡から参加した新沼クワ子さんであった。
石楠花荘にたどりついたとき，一歩一歩階段を登
り「今，ここに着いたよ」との思いを込めて鐘を
ついたのだった。「畳石」で１班，２班の仲間た
ちが待っていると，両脇に棒を通し，前後２人ず
つで支え，脚にかかる負担をいくらかでも軽くし
ようという態勢でたどり着いた。ここで，経皮鎮
痛消炎の外用薬モーラステープを両ひざに貼り，
その上からサポーターで押さえ，ズボンの上から
大きめの厚い包帯を巻き付けた。
　再び４人で支える態勢でゆっくりと畳石を歩き
だした。痛みや辛さ，苦しさを，申し訳なさをお
互いに感じ合い，気持ちを察し合いながら，ゆっ
くり，ゆっくり山を下る。
　“騎馬戦”　「賽ノ河原」まで来ると，ガスから
小雨に変わった。何人かはカッパを取り出し，身
につける。ここで一休みし，再び４人が支え赤坂
峠の登り口に向かう。勾配が緩いものの浮き石や
石の階段，土のう，水切りがあり，お互いに呼吸
を合わせてゆっくり進む。後ろを歩く同じ班の仲
間たちがリュックやストックを持ち合った。
　「歩き方が少し変になったような気がするよ」
と心配するが，本人は「大丈夫，大丈夫」と言う。
２本の棒で支えるのは限界に近かった。
　背負うこととし，後ろからひとりが支えるが，
前が見えにくく，歩くのに難儀した。体重65㎏は
ひとりで背負うには限度があった。
　「３人で均等に負担し合う方法がある。昔，運
動会でやっていた騎馬戦，あれだ。」と黄川田学
さんが提案。前を私，後ろを黄川田さんと鈴木善
正さん。立ち上がるとウソのように軽くなった。
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　無念の解散　先に駐車場についていた２班の澤
田幸枝さんから連絡があった。登山口も雨である
こと，雨をしのげる場所がないこと，すでに予定
の解散時間になっていたことから，１班と２班は
そのまま解散したいという問い合わせだった。さ
まざまな思いをもって，不安のなか登りきったと
いう達成感，満足感，そしてこころを一つにした
連帯感。そのことを大切にしたかった。参加の動
機と登山できたことの感想を述べあう。それこそ
がこの登山の命題としてきたことだったが，解散
はやむを得なかった。
　この日，赤坂峠口―賽ノ河原―畳石―しゃくな
げ荘―日枝神社―三角点―山頂・日の出岩を往復。
８時間の行程であった。登山口にたどりつくと，
時計は4時を少し回っていた。
　４）「ゆっくり」登山の特質
　「ゆっくり　五葉山に登ろう」にどんな意味が
あったのだろうか。それは次の６点にみることが
できる。
　第１：他者から取り残されそうな日々の生活の
なか，自分のペースで，自分が願うかたちで，遅
れを気にすることなく登山できたこと
　第２：体力への不安と向き合いながらも登山を
成し遂げた満足感，充足感を分かち合えたこと
　第３：仲間を気遣い，助け合いながら，登山す
る喜びを感じ合えたこと
　第４：空気，匂い，音を感じながら歩けたこと
　第５：これまで見逃してきた植物へ目を向ける
ことができ，知らなかった花々の名を教えられた
こと
　第６：亡失しそうな純粋で，純真なこころを取
り戻す動機を与えてくれたこと
　ここには，仲間といっしょに登山できたことに
感謝し合う満ち足りた表情があった。持ってきた
おやつをのべ合うのもこの日の光景であった。
Ⅲ．「たまげたね“ ！上有住」
―歌人「霊峰」と師「白蓮」・木洩れ日の渓流・先
人たちの証の民俗資料館―
　１．企画の趣旨
　１）「ありす」の由来
　山あいをぬうように気仙川が流れる豊かな水と
緑の町・住田町。岩手県東南部，北上山地の東斜
面に位置する人口5,852人，2,248世帯，高齢化率
41％の山村である。昭和30年４月１日に世田米町，
上有住村，下有住村が合併し，両有住の「住」と
世田米「田」をとり『住田町』が誕生した。この
町の北部にあるのが，人口1,611人，601世帯，高
齢化率44％の上有住である（図１）。
　「ありす」は，アイヌや先住民が気仙川の上流
図１　上有住地区（20万分の1地勢図画像に標高段彩）
東端に五葉山，北端に高清水山，世田米街道が通る山脈地に小学校と資料館，その東に「天嶽」がある。
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を鳴石川，下流を鳴瀬川と呼んだことから「鳴瀬
石」（なるせいし）とか，「鳴石」（なりす）と言っ
たことに由来する。中世〔鎌倉，南北朝，室町，
安土・桃山の時代（1190年～ 1595年）〕の頃から
上下の有住にわかれたとされる。旧気仙郡内で上
有住地域は唯一の自給村で，副業や換金作物つく
りから出稼ぎも少なかった。
　２）企画の動機・内容
　新しいもの，珍しいもの，大きいものに目を奪
われ，そのことだけが価値があるように思いこ
み，足下にあるかけがえのない価値に気づかずに
いる。しかし，私たちの日常は無名の多くの人び
との営為の集積のうえに築かれている。こうした
反省から，目の前にあることを意識してみてみよ
うと企画したのが「たまげたね！上有住」である。
気づき，発見，感動がこの行事を貫くテーマであ
る。いわば，新たな発見の喜びや驚きを自らのな
かに収め，じっくり熟成させながら，自己形成へ
と昇華させていくという試みである。この行事は，
上有住地区計画推進協議会（村上薫会長）が主催
し，その内部組織である楽しみ部会（本田孫一部
長）が主管・運営する。
　訪れるのは，①かつての学び舎・上有住小学校，
現住田町民俗資料館，②住田が生んだ情熱の歌人・
佐藤霊峰と師・柳原白蓮，③木洩れ日の気仙川―
葉山めがね橋・つきのき淵・川と水路と森の小径
である。昼食にお弁当・焼き肉・きなこ餅を食べ
合う。最後に，感じたこと・印象に残ったこと・
思い起こしたことを交換し合う。
　３）うるわしい上有住
　台風10号が過ぎ去った晴天の９月３日（日）。
住田町はじめ，大船渡市，陸前高田市から22名が
上有住地区公民館前に集まった。この日の行事が，
大船渡市から参加した金野志津江さんによって象
徴的に述べられている。「自分たちの住む地域の
歴史，文化を調べて，そのすばらしさをまとめ，
実際にその地を歩いて説明してくれました。清流
が石灰岩にぶつかりながら流れる水色の美しさ
や，流水の音が説明のバックグランドミュージッ
クとなり，すてきな時間となりました。
　霊峰さんは，悲しい，さみしい歌を詠んでいる
かなぁ思ったら，恋の歌もありほっとしました。
『あぁ，恋をしているなぁ』と。つきのき淵でか
つて営まれた精米と製材。ここに先人たちの勇気，
先見の明を思いました。地元を大切にしているみ
なさんの頑張りもすばらしかったです。こんな企
画が実施されることを羨ましく思いました」。
　２．上有住を往く
　１）住田町民俗資料館
　しゃれたバルコニー　こんもりとした山々の裾
野をながれる気仙川と坂本川の合流するところが
上有住山脈地である。ここを通る国道340号沿い
に，明治初期の建築様式をもつ建物が建っている。
しゃれたバルコニーの左右に対称の建物を配する
住田町民俗資料館である。昭和２年に建築された
上有住小学校の校舎を一部縮小し，現在地に移設
された。本校舎と西側校舎を建築の際，明治41年
の建築の校舎が東側に残されていたことから，明
治末期の建築様式を残す左右対称の校舎となっ
た。柱はヒノキ，階段はケヤキで，廊下や教室の
随所に優れた材料がふんだんに使われ，木造建築
ならではのぬくもりを醸し出している。
　意志が結実した学び舎　建設当時の昭和初期
は，世界恐慌で経済は危機的な状況にあり，しか
も冷害による大凶作で苦しい生活が続いていた。
上有住村においては財政がひっ迫する一方，食糧
難から欠食児童が増えていた。村有林から材料を
調達し，建築は地元の大工が行ない，学び舎がで
きた。この地の人びとの情熱と揺るぎない意志が
この学び舎を造り上げる源泉であった。
　農耕・養蚕・産金　ここには，住田のくらしに
かかわる生活，生産の道具が展示されている。そ
れらは昭和48年から収集が始まっていた。昭和49
年に旧盛岡地方法務局世田米出張所建物を収蔵庫
として利用。昭和60年に旧上有住小学校校舎を移
転し，資料館とすることを決定。昭和63年12月７
日に一部公開，平成７年４月21日に 全館を公開
した。名前のとおり全館が展示室である。
　１階には，砂金採取の道具や金ひき臼，鉱石を
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砕いたという搗鉱機が実物大で展示され，世界文
化遺産の地，平泉に深くかかわっていたことをう
かがわせる。その隣が住田が生んだ情熱の歌人・
佐藤霊峰の展示室である。霊峰の作品，交友のあっ
た人たちとの写真，衣類やカバンなどが陳列され
てある。
　２階の展示コーナーには，身近なものが多く，
親しみや懐かしさを覚えさせる。往時，400人を
超す従業員が働き，日本第４位の銑鉄生産量を
誇った栗木鉄山の資料が当時を想像させる。農耕
や養蚕の道具に思いを寄せる人も多い。注目を集
めるのが，昭和初期のろばたである。炊事場，食
器類も再現されている。
　「ここで暮らすべ」　終戦の翌年の昭和21年。
住田町の北部，遠野市に接する標高500㍍を超え
る丘陵地帯の新田山で，ジャガイモ，稗，粟，ワ
ラビ，フキ，アザミを食料に暮らす夫婦がいた。
佐藤正美さん，タケノさんである。それぞれ32歳，
26歳であった。その当時の様子を住田町戦後50周
年記念誌「住田の戦中戦後」の「新田山開拓営農
の頃」から知ることができる。
　　「食わせるごどど　生きるごどど　
　　　いづ逃げべがど何回も思ったごどが
　　　想像もつかねｧべが…　　
　　　ここで暮らすべど思ったどぎｧ
　　　いじばんシアワセだったなｧ」
　２階には，大人の背丈を優に超え，ふくらはぎ
ほどの太さの鍬が展示されてある。使い方は，柄
の先を大きく上へあげ，重さを生かし土に思いっ
きり衝きさす。腰あたりの高さに足がかけられる
ようになっており，ここに乗って，さらに深く差
し込み，全体重をこの柄に預け，引き倒すように
して土を掻きだす。この時，ワラビの根が歯先に
ひっかかり掘り起こされる。
　開墾の地，新田山で佐藤さん夫妻は，重い大き
い鍬を使いこなした。野にある植物を口にしなけ
れば生きの伸びることができなかった時代をくぐ
りぬけてきたのである。
　懐かしさ　かつての生活風景がここにある。大
船渡市の東孝治さん（82）は母のことを思い起こ
した。「民俗資料館には懐かしいコーナーがあり
ました。昭和初期の台所が再現されてあり，さま
ざまな思いが蘇ってきた。母が『おめぇが，戻っ
てきたときに着せるがらなぁ』と婿になることを
楽しみに着物を作ってもらい，結婚式で着せても
らったことを思いだしていました」。
　昭和初期の農家の台所であるが，30年代までは
これに似たような造りであったことから，多くの
人たちが懐かしさを感じ合った。
　２）佐藤霊峰
　兼夫の決意　今から75年前，上有住八日町から
高い志を抱き，はるか遠い東京へと向かおうとす
る青年がいた。佐藤兼夫である。大正７年，上有
住八日町に父・菊吉，母・キネヨの姉妹弟７人の
長男として生まれた。小さいころから本が好きで，
近くの子どもたちに本を読んで聞かせていた。文
学にも長け，自作の詩や短歌も読み聞かせた。青
年期にいよいよ向学心が強くなった。勉学のため
に上京することを父母に再三願うが，「長男は，
家に残って跡を継ぐもの」との考えを持つ父の前
に苦悩していた。
　勉学のために上京を希う兼夫と長男として跡を
継ぐことを求める父。母は，兼夫のあまりの真剣
さ，その才能を持つがゆえの不憫さについに負け
た。「それならば，３年間だけ暇をあげましょう。
３年たったら必ず戻ってきて，多くの子どもたち
を抱えて苦しい家業のやりくりに追われる父親の
手伝いをすること」を約束させ，父から上京の許
しを得たのだった。
　昭和16年の４月，勤務先の上有住郵便局を辞し，
父が出稼ぎの折用いていた皮のトランク一つを手
に，郷里の先輩佐藤太一氏（故人），友人の佐々
木繁吉氏（故人）を頼りに東京へと向かった。兼
夫23歳のときである。神田川郵便局に勤務し，後
に中央大学夜間部経済学部に入り，働きながら勉
学に励んだ。
　薄給を割いて，毎月ふるさとの母に小づかい銭
を送り，学費を納め，下宿代や短歌の月謝を支払
う。雨が降っても傘も買えず，古新聞を頭にのせ
て大学へ通い続ける。そうしたなかでも歌壇への
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憧憬，向学の思いは増していった。
　間もなく大正ロマン主義の代表的な女流歌人柳
原白蓮に弟子入りが叶った。いつも心の支えにと
なっていたのは霊峰，五葉山であった。雅号を霊
峰と称した。ふるさとの両親のことを忘れること
はなった。
　　今宵われ　ここに学ぶも　
　　ふるさとに　父あればなり　母あればなり
　霊峰の思いは，歌集「土くれ」「大君の辺に」「百
日紅」「若草」，自選詩歌句集「この道」に結実し，
歌壇での評価が高まっていった。「この道」が出
版された昭和21年11月，大船渡市盛町出身の佐藤
秀子（しゅうこ）さんと結婚，一男一女を授かっ
た。
　孤高の意志　住田が生んだ情熱の歌人・佐藤霊
峰。住田町民俗資料館の１階に佐藤霊峰展示室が
ある。自作の歌や詩，交友のあった人たちとの写
真，背広，コート，そして上京の折，手に持った
皮のカバンがある。霊峰は，何を求め，どのよう
な生き方を目指したのだろうか。生き方の根源が
「我れは夜学生なり」に表出される。霊峰は，人
間の尊厳，矜持を自らに語りかける。
　　　我れは夜学生なり
我れは夜学生なり　昼働きて夜をし学ぶ　
　かつての日世の人之をさげすみて
　夜間学生なりと
我れは夜学生なり　その学費親に頼らず
　学力彼に及ばざると言えど　
　道を求めんの気がひ　我彼に劣らず
我れは夜学生なり
　遊びたきを遊ばず眠たきを寝ず
　世のインフレーの中にあがきつつ　
　奢りたきを節してそを之にふりむく
我れは夜学生なり　その欲しき本の数多くあるを
　その収支のつぐなはんを計りて　
　必要と認むる物のみを購ふ
我れは夜学生なり　その得んとするは単なる
　履歴にあらず知識にあらず　
　真実なる自己の力の探求にあり
我れは夜学生なり　
　我れによき本なくよき参考書なし　
　世の人我をあざけり笑ふと言へど
　そこに何の卑屈を感ぜず
我れは夜学生なり　
　人質問を以って学力を試さんとす　
　我れ否と答えること多かるべし　
　その時まだまだと悟るの事切なり
我れは夜学生なり　その至らざる自己に目覚つゝ
　身の果つる迄努力を惜しまざる
　未完成の我れは即ち一夜学生なり　　
（佐藤霊峰短歌集　佐藤道行選〔昭和62年12月9
日〕より）
　望郷　霊峰は，昭和29年（36歳）に白蓮主宰の
同人誌「ことたま」の編集長に就き，母校中央大
学の総長加藤犀水の句集や柳原白蓮歌集「地平
線」の編集出版に意を注いだ。このころ，東京岩
手県人会の幹事としてその運営に携わり，田中館
愛橘，金田一京助，三船久蔵，山口青邨らの知遇
を受けた。詩人，仏文学者，作詞家の西條八十と
も交友を深めている。高い志を抱いて上京してか
ら13年，霊峰の前途は明るく開けていた。
　それから３年後。昭和32年の夏，霊峰は東京か
ら上有住に帰っていた。ふるさとの土，空気，風，
においを体にしみ込ませていたかったのだろう
か。「どこか元気がなかった」と亡くなった佐々
木繁吉先生はそのときの様子を語ってくれたこと
がある。霊峰は胃がんが宣告されていたのだった。
　病床にあって，霊峰が思うのは，ふるさとの風
景であった。せせらぎの音，山々をわたる風，新
緑の息吹，彩りを深めていく紅葉。そして，９月
19日の恒例の秋祭り。生家後ろの平和神宮前の土
俵で繰り広げられた相撲大会。ふるさとはいつも
身近に，心のうちにあった。そんな胸の内が詠わ
れる。
・食いのこせし　梨やりんごの　散らばりて　
　　　村の祭の日は　暮れにけり
・活けられた　菊の葉先に　くぎられし　
　　　病院の外の　遠き青空
・見舞物　喜びて食む　子を見つつ
　　　健やかな身を　欲しと思ひぬ
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　もう戻ることのない歩んできた道をかえりみて
いたのだろうか。父母との約束を果たせない自分
を責めていたのだろうか。
　風に偲ぶ　秋も深まった10月30日，将来を嘱望
された若き歌人はその生涯を終えた。38歳だった。
昭和33年秋，平和神宮前に歌碑が建立された。愛
弟子を失った白蓮先生の悲しみはどれほどであっ
ただろうか。東京から夜行列車に揺られ二人の付
き添いとともに上有住駅に降り立ったのは，歌碑
除幕式の前日，11月８日の午前11時近くであった。
駅舎周辺は紅葉の真っ盛りである。霊峰の郷土上
有住は，刈り取られた稲がはせに何段にも架けら
れ，晩秋の日をいっぱいに浴びる稲穂の壁があち
こちにあった。山裾には，色づいた柿がたわわに
実っている。
　除幕式当日の11月９日は抜けるような青い空が
どこまでも広がっていた。平和神宮前には，秀子
夫人，７歳の長男・道行，２歳の長女・さやか，父・
菊吉，母・キネヨはじめ親戚や友人ゆかりの人び
とが集まった。田中舘愛橘博士，金田一京助博士，
三船久三十段，俳人山口青邨など各界の著名人か
らお祝いの電報が寄せられた。遺児道行が碑の幕
を引くと，逆三角形のどっしりした青石が現れた。
友人や親せきが「霊峰の情熱の灯を後世へ伝えよ
う」と建立した碑である。霊峰がもっとも気に入っ
ていた一首が碑に刻まれていた。
　この道は　細く果てなき　道なれば　
　　　　　　　　一人しづかに　行かんと思ふ
　白蓮先生の流麗で，やわらかな文字が愛弟子へ
捧げられている。
　霊峰・五葉山に連なる山々，五葉山系から流れ
太平洋にそそぐ気仙川，田んぼや畑，そして宿場
町の面影を残す八日町。白蓮先生は愛弟子を育ん
だ風土をからだいっぱいに感じとっていたに違い
ない。
　最後に白蓮先生が哀悼の歌をたむけた。
　　面影は山にあり　野にあり　川にありて
　　　　　　　　　風の音にも　声ぞ聞ゆる　
　霊峰は，辛いとき川の流れを聞き，山の色を見，
心落ち着かせ，嬉しいときはその情景に包まれて
いたのではなかったか。ふるさとの風景には，そ
こに暮らす人びとの日々の営みが詰まっている。
そうした人びとの繋がりが織りなす唯一無二の場
がふるさとである。上有住の原風景が，霊峰の心
象を育んできた。
　３）葉山めがね橋　
　天然の園　見上げるような切り立った石灰質の
大きな壁がある。遠野方面へ向かい，住田町民俗
資料館の手前約600m，国道340号の右に見える。
ここが葉山めがね橋である。ケヤキやサワグルミ
が気仙川を包み込み，昼でも薄暗い。新緑や紅葉
の時期は，その美しさが際立つ。セミの鳴き声や
小鳥のさえずりが聞こえ，夏にはホタルが舞う。
　総延長47kmの２級河川気仙川は，15の支流を
持ち，広田湾へと注ぐ。その源流は，五葉山系の
高清水山（たかしずやま）にある。上流部には景
勝地，鏡岩せせらぎ公園（上有住字小松），大滝
小滝（上有住字下寒倉），滝観洞（ろうかんどう）
（上有住字土倉）がある。
　この川を挟むように両向集落が形成されてい
る。急峻で，狭隘な地形であることから人びとは
耕作地を求めた。明治，大正，そして昭和の30年
代まで開墾やそのための水路建設が進められたの
である。　
　昭和６年ころ組織した両向耕地整理組合によっ
て，急斜面の岩石を掘り削って水路は敷かれ，昭
和６年，交通路と農業用水路としての機能をあわ
せ持つコンクリート製のアーチ橋「葉山めがね
橋」が完成。アーチ型の鉄筋は，鉄道のレールを
長時間曲げて作られた。水路の総延長は6,522m
で，これにより水を引き15,6町歩の田を起こすこ
とができた。この橋は，人びとの並々ならぬ努力
と資金の供出によって架けられた。高い橋，アー
チ状の橋，道路と水路が一体となった橋。これま
で経験したことのない構造の橋である。
　当時，八日町に住んでいた佐々木勇八さんが「俺
がやる」と言って総工費3000円で請け負ったとい
う。橋の型枠は上有住から釜石に通じる箱根峠か
ら白樺を切りだし，材料にした。この日の案内を
お願いした上有住二反田の佐々木秀男さん（87）
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は懐かしそうに話してくれた。
　　清き流れの　阿闍羅渓（あじゃらけい）
　　　　　　　　人の作れる　天然の園
　上有住葉山の水野國司さん（83）は，川向い小
台の水野光平さん（故人）の歌を紹介してくれた。
　めがね橋は，この地区の誇りでもあった。激流
が，緩やかな流れが，白い岩肌に抱かれ，アーチ
状の橋をくぐりぬける。風光明美な葉山めがね橋
は，上有住小学校や上有住中学校の格好の写生の
場となった。
　この日，参加者は自然の美しさに目を奪われた。
　 ・とても感動したのは，あのエメラルドグリー
ンの鮮やかさでした。（陸前高田市50代女性）
　 ・石灰岩の白さと澄んだ水の青さ。まさに感動
的でした。　　　　　（大船渡市60代女性）
　 ・石灰岩の白さが際立ち，絵になる風景でした。
　（住田町60代男性）
　 ・石灰岩に囲まれて流れる気仙川の渓流の白と
青のコントラストは，すばらしい景観でした。
（陸前高田市60代女性）
　精神風土　地域はいつの時代も課題を背負い，
困難に直面し，その解決の糸口を求め，懸命な努
力を重ねている。
　住田町もそうである。1955年代（昭和30年代），
木炭から化石燃料に変わり，地域の産業を成して
いた木炭生産は衰退した。1962年（昭和37年）に
全国総合開発計画が施行され，隣接の大船渡市，
陸前高田市，三陸町とともに地方都市建設を目指
し，大船渡の後背地として町勢の挽回を図ること
となったが，地方都市建設は実現できず，住田町
は何ら得るものはなかった。町は1970年（昭和45
年）以降，農林業を柱とした町づくりを推し進め
ている。転機となったのは，全国総合開発計画へ
の期待と失望であった。
　昭和44年，第４代住田町長泉田豊氏は，高度成
長の後追いと都市の真似ごとに決別すると宣言。
地域の特性を生かし，畜産（ブロイラー・養豚・
肉牛・酪農），野菜（イチゴ・キュウリ），葉タバ
コの組み合わせによる「集約と複合」の農業を推
し進めた。その先駆的地域がこの両向であり，住
田型農業を実効あるものに創り出していった。勤
勉努力の気風が両向の精神風土である。
　阿闍羅淵とめがね橋が見渡せる東屋の前には，
銅版を石に埋め込んだ「故郷（ふるさと）手づく
り賞」の碑が鎮座する。平成８年７月の受賞であ
る。ここの公園づくりに与えられた賞であるが，
その根源には苦難を経てきた人びとの営みがあ
る。
　４）天空の橋
　先見の明　静かに流れる水路にも人びとの思い
が込められている。八日町への入口が五葉橋であ
る。佐藤霊峰生家跡のすぐ目の前にかかっている。
橋の下方およそ30㍍のところに白く泡立つ小さな
瀬は，かつての堰堤の名残である。ここから気仙
川の左岸の上有住城跡の裾野に沿うように幅１㍍
ほどの水路が200㍍にわたって敷設されている。
今はコケむして，底には土がたまり，草で覆われ
ている。水路は大きな淵の前で堰きとめられてい
る。ここは，躍るような激流をゆったりと受け入
れているつきのき淵である。
　この淵の上には見事な水路橋が設置され，そこ
からの落差を利して製材所，精米所のモーターが
うなりをあげていた。その動力源となる水がこの
水路から供給されていたのである。やがて施設は
老朽化し解体された。今では水路橋の土台と，水
の勢いを生みだした太い錆びた鉄管がかつての風
景を思い起こさせる。昭和30年代まで営まれてい
たように思う。上有住地区推進協議会会長の村上
薫さん（64）は，当時の写真を示しながら説明した。
　「戦後の復興期，ここつきのき淵の右岸と道路
との間の狭い場所に，上流部に精米所，下流部に
製材所が同じ建物のなかに並列していたのです。
設置，運営にあたったのは，八日町の染屋さんで
す。自力で水路を敷き，気仙川に水路橋を渡し，
大量の水の落差を利してタービンを回し，精米と
製材を行なっていたのです。
　それを可能にしたのは，３つの条件が整ってい
たからです。一つめは，豊富な水に恵まれていた
こと。二つめは，この地域には豊かな森林資源が
あり，木材生産が活発に行なわれていたこと。三
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つめは，気仙川の流れを生かし，木材をいかだに
組んでの川流しが行なわれ，つきのき淵が貯木場
になっていたこと。今は，その面影を橋台跡，水
を通した鉄管に見るだけになりましたが，先見の
明をもって，精米所，製材所をここでやっていた
のです。私は，戦後の産業遺産として顕彰すべき
と思っています」
　この地を生きてきた人びとの創意と工夫の足跡
である。
　宿場町　八日町は宿場町で，交通の要衝であっ
た。町の名は，毎月「八の日」に市日が開かれて
いたことに由来する。仙台藩時代，ここは，とな
りの盛岡藩遠野城下町を結ぶ南部街道の物資集散
地として栄えた。盛岡藩領の内陸部と遠野城下か
らは米，雑穀，藁が，沿岸部の大船渡・高田から
は魚介類が運ばれ，物々交換が行なわれていた。
この町の人の多くは，馬で物資を運ぶ「駄賃取り」
で，遠野城下町へは赤羽根峠を越えて行った。大
船渡へは，上有住天嶽から日頃市町田代屋敷を結
ぶ小松峠を越えた。
　八日町は，1570年ころから人家があり，市場の
集落を成し，八幡神社から北に町並みが発展して
いった。また，ここは盛岡藩と接していたことか
ら気仙郡内においては軍事上でも重要な場所であ
り，上有住城の城下町でもあった。藩政時代の八
日町の町屋敷戸数は，1864年ころは55戸を数えた。
歌人佐藤霊峰の勤めていた上有住郵便局はこの町
の一角にあった。
　３．参加者が感じたこと
　参加者は何を感じ，何を思ったのだろうか。
・（住田町60代女性）：生まれてからずっと上有住
に住んでいるのに，知らないことばかりでした。
蔵王洞も，葉山めがね橋もこれまで見たことがあ
りませんでした。ここの民俗資料館もちょっとだ
け見ただけで，今日のように霊峰さんのところを
はじめ，知らないところを案内していただきあり
がたかったです。
・（陸前高田市60代男性）：上有住地区になんども
来ていますが，このようにポイントを絞って，時
間をかけ，説明をいただき歩いたことはありませ
んでした。「すばらしい土地に歴史あり」と言い
ますが，そのとおりでした。霊峰さんのこともた
びたび聞いていましたが，歌碑，生家跡，師柳原
白蓮の泊まったお寺を巡ることで，身近に感じら
れとても有意義でした。
・（陸前高田市50代女性）：40年前にここの有住中
学校を卒業しました。帰りのスクールバスに間に
あわないときは，歩いて家に帰りました。途中，
学校から200㍍いった場所に大きく切り立った岩
があり，とても涼しい風が吹きつける場所があり
ました。風は，岩の奥深くから吹き出ており，そ
の場所をなんどもなんども行ったり来たりしたも
のでした。
・（大船渡市60代女性）柳原白蓮さんと住田のか
かわりを知ることができました。それだけではあ
りません。あらためて文字の力強さ，すごさを実
感しました。霊峰の，白蓮の，文字に込めた思い
が伝わってきました。また，民俗資料館はビック
リすることばかりでした。懐かしい台所やまった
くわからない道具類が多く展示してありました。
・（住田町60代男性）：これまでは，遺跡や民俗資
料をさっと見て帰ることが多かったが，自らの体
を使い，しっかり歩いて，見ることができました。
すばらしい体験研修でした。
　この日，参加者はからだ全体で上有住を感じ
とった。そこには「少子化」，「高齢化」，「過疎化」
でくくりきれない上有住の豊潤さがあった。
Ⅳ．「天嶽地域構想学」へ
　１．背景と理念
　１）天嶽の特性
　天嶽は旧上有住村を構成する１地区で，緑豊
かな山々に囲まれている。地区を二分するよう
に気仙川が流れ，川を挟んで山裾まで南北400m，
上流から下流まで東西２kmの範囲に，小松，深
渡，天嶽，和野，中和田の４集落があり，72世帯，
225人が暮らしている。小松地区には景勝地「鏡
岩」がある。遠野，釜石，大船渡まで車でおおむ
ね30分，東北自動車道の花巻インターまでは約60
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分，東北新幹線新花巻駅まで約55分，花巻空港ま
では約60分である。
　天嶽には，中世歌人のこころにつながる四季の
風景がある。日本三大随筆に歌われる四季の移ろ
いである。
　・春の花，夏ホトトギス，秋ヒグラシ，冬雪景
色―。『方丈記』鴨長明
　・春は夜明け，秋は夕暮れ―。
『枕草子』清少納言
　・春は鳥の鳴き声，春霞，垣根の下に生える草，
桜，梅の花の香り，山吹や藤…。
　　『徒然草』兼好法師
　多くの世帯では米や野菜を作っている。キュウ
リやイチゴの生産農家，肉牛を育てる農家，養鶏
を飼う農家もある。昭和30年代から50年代にかけ
て急速に進んだ植林によって，集落は杉林や松林，
広葉樹林でくっきりと隈取られている。
　２）「天嶽地域構想学」創設の背景
　「地域に入りこみ，地域に生きていくことの深
い動機開発を促そう」という理念のもと，2004年
４月に地域構想学科が設立された。「天嶽地域構
想学」の源は，2004年11月27日に盛岡で行われた
「第２回東北学院大学文化講演会」にある。その
折，佐々木俊三教養学部長は，教養学部に地域構
想学科創設の緊急性，必要性，普遍性を揺るぎな
い信念で語りかけた。
　佐々木学部長との出会いを契機に，2005年に気
仙沼で「東北学院大学開放講座」を，2006年は参
加対象を広げ発展させた「気仙沼市民大学」を，
東北学院同窓会気仙沼・本吉支部が開催した。そ
の後も意欲的に，継続して講座を開催している。
　気仙地区においては，東北学院同窓会気仙支部
が主催し2006年，2007年に「気仙地区開放講座」
を開催した。その内容を地域新聞「東海新報」に
それぞれ23回，44回掲載した。気仙沼，気仙地区
での開放講座の開催は，教養学部そして地域構想
学科の協力と支援があって成し得たことだった。
　2008年12月13日に開催された「東北学院大学教
養学部創立二十周年記念フォーラム」にコメン
テーターとしての参加させていただいたことや，
地域構想学科が発行する本誌「地域構想学研究報
告」への投稿機会をいただくなど，少しずつ「地
域構想」への理解，認識が深まっていった。
　３）貫く地域構想学科の設立理念
　「天嶽地域構想学」を貫くのは地域構想学科の
設立理念である。「天嶽地域構想学」を構想でき
たのは，佐々木俊三教養学部長（後に副学長）は
じめ，地域構想学科の先生方に知己を得，学びの
機会に恵まれたことに他ならない。
　「天嶽地域構想学」の思索と構想にあたっては，
佐々木俊三前副学長の「地域構想学科」創設の信
条，学科の理念，運営の意志を斟酌させていただ
いた。地域において生きられてきた真実や人びと
の工夫の姿に学び，そこからもう一歩踏み出すた
めの「よりよい生」をめざそうと提唱するのが「天
嶽地域構想学」である。副題は「よく生きる，愉
しく学ぶ」である。
　佐々木俊三前副学長，平吹喜彦学科長はじめ地
域構想学科の先生方からご教示いただいたことで
「天嶽地域構想学」が創設されたのである。ここ
ろから御礼と感謝を申し上げる次第である。
　４）「天嶽地域構想学」のめざすところ
　この地に生きた先人たちは，よりよい生活を求
め，土や自然と交わり，失敗や錯誤を通して工夫
をこらしながら地域を創り出してきた。「天嶽地
域構想学」のめざすところは，風土，くらしを学
びの場として，地区民のひとり一人が知識や技術，
感性を交換し合い，人―社会―自然のあり方を模
索・創出する学びを力に，「よりよい生」を，自
主的・挑戦的に発展させていくことにある。
　念願することは，「天嶽地域構想学」が，ゆっ
くり，少しずつであっても地域の人たちのなかに
浸透し，深まっていくことである。そのために大
切にしたいことがある。
　第１：学びの動機，現場を見いだしていくこと。
　第２：ひとり一人の知識・技術・感性を大切に
していくこと。
　第３：観察力を鍛え，認識を共有化していくこ
と。
　第４：気づき，発見，発掘する喜び，楽しみを
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交感し合うこと。
　第５：それぞれの自主性・自発性を活動の源泉
に据えること。
　思索を重ね，時流や表層に容易に押し流される
ことなく，今を生きる人びとの間に問題意識の共
有化を果たしていく。そして地域の尊厳を自らの
手で手繰り寄せ，地域の矜持を取り戻していく。
「天嶽地域構想学」の使命がここにもある。
　２．「天嶽地域構想学」の実践
　１）先人の営為に思いをいたす
　ここ天嶽を生きてきた先人たちの熱い想い，積
み重ねられてきた営為を，天嶽の景勝地，鏡岩に
学び，「よりよい生」を目指そうと2016年11月６
日開催したのが「鏡岩に親しもう―水と風と光に
―」である。天嶽地区自治会が主催した。自治会
では，1988（昭和63）年に「天嶽地区花と緑の推
進委員会」を設け，地区内３ヶ所に観賞木の植栽
を行ない，鏡岩などの景観形成に努めている。景
観づくりを始めて28年になる。
　「天嶽地域構想学」の実践にあたり，次の３つ
の問いをもった。
　①この風土をつくってきた人びとにどれほどの
想いをいたしてきたのか。
　②地域固有の魅力をどれだけ発見し，享受して
きたのか。
　③この地域のすばらしさを体感する努力をどれ
だけしてきたのか。
　この問いをもって「気づき」を喜び，「発見」
を楽しむ。次のことで先人たちの想いに出会っ
た。：①鏡岩の由来，②気仙川の風景，③せせら
ぎ公園の森，④岩をくり抜いた用水路，⑤堰堤か
ら水をひく用水，⑥花や木を植え東屋を作った男，
⑦天嶽地区花と緑の推進委員会のこと，⑧カラマ
ツ林を通るかつての水路あと，⑨50年前の地図に
記された景勝地，⑩かつてあった木の一本橋
　この日，住田町はじめ大船渡市，陸前高田市か
ら11名が参加した。地元に住む小松民夫さん（76）
に案内していただき，自然と調和し日々の営みを
積み重ね，喜怒哀楽を風景に刻み歩んできた先人
たちのすがたに想いをいたした。
　「よく生き，愉しく学ぶ」間口は広く，奥行き
は深い。それだけにひとり一人が「自分は，ここ
で，こうやって，生きている」ことを意識して捉
えることは大事である。ひとり一人の内省，内発
的動機づけ，内発力の萌芽がそれぞれの思索を深
め「天嶽地域構想学」の運動性を高める。
　２）興味・関心を高揚させる
　今から40年前，学生時代に読んだ『ホモ・ルー
デンス』がいつも私のなかにある。行動原理とし
て遊ぶことの意味，本質が語られる。オランダの
歴史家ヨハン・ホイジンガは，ユニークな歴史観
を展開している。彼は，人間のもろもろのはたら
き，生活行為の本質，人間存在の根源的な様態は
何かを探求し続けた。
　ホイジンガの確信した結論は，「人間は遊戯す
る存在である」ということであった。「ホモ・ルー
デンス」－他の動物と人間の決定的な違いは「遊
びをすること」だ，とする人間観である。それで
は，いったい遊技の面白さというのは何だろうか。
感動や迫力など「人を夢中にさせる力の中にこ
そ，遊技の本質がある」という。いまから144年前，
オランダ北部の商業都市フローレンスに生まれた
ホイジンガの歴史観，人間観は，今なお輝きを失っ
ていない。
　９月３日に開催した「たまげたね！上有住」だ
けでなく11月6日の「鏡岩に親しもう―水と風と
光に―」においても，参加者のひとり一人は生き
生きしていた。この二つの行事に共通するのは，
好奇心，関心，興味の高まりである。
　３）内面世界を充実させる
　足下にあるかけがえのない価値への「気づき」，
「発見」，「評価」，「享受」が，参加者を夢中にさ
せる。他者との感想交換がより，味わい深いもの
になる。そのことが次につながる運動の源を形成
する。そこには，モノの多寡，名声の有無，地位
の高低にかかわらない自己を解放するちからがあ
る。
　ここには，勝ち組も，負け組もない。それぞれ
が対等で，尊重される存在として扱われる。自然
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―人―営為を通じて実感する内面世界の充実であ
る。「天嶽地域構想学」実践の意味は，ひとり一
人のこころが充たされていくことにもある。
Ⅴ．むすび
　混沌とし先が見えにくい時代にあって，時流に
流されない地に足の着いた生き方が求められてい
る。ひとり一人の，そして地域の尊厳，矜持を
自ら養っていく「天嶽地域構想学」，五葉山登山
「ゆっくり　五葉山に登ろう」と，地域発見「た
まげたね！上有住」を通し，今何が尊いことなの
か，何が大切なことなのかを問い考えてきた。そ
のことをここに示し，むすびとする。
　１）真の幸福
　少子化，高齢化，過疎化が進行する上有住は，
乏しく，貧しく，疲弊しているだろうか。矜持は
ないのだろうか。これまでは，画一的なモノの多
寡によって，進歩と停滞が分けられてきたが，今
日の成熟の時代は，地域ごとの豊かさ，多様性が
積極的に評価されていい。真の幸福とは何か。ア
ダム・スミスは『道徳感情論』で次のようにいう。
「幸福は平静と享楽にある。平静なしには享楽は
ありえないし，完全な平静があるところでは，ど
んなものごとでも，ほとんどの場合，それを楽し
むことができる」。スミスは，真の幸福をこころ
の平静にみる。
　ある演説が世界に流れ，多くの人が共感した。
2015年２月に退任したウルグアイのホセ・ムヒカ
前大統領が行なった2012年の「国連地球サミット」
での演説である。「貧しい人とは，少ししかもの
を持っていない人ではなく，無限に欲があり，い
くらあっても満足しない人だ」
　人がほしいと思うものに，比較可能な高い収
入，高級ブランドや車などがあり，一方，他人が
持っているか否かにかかわりなく持ちたいと思う
のは，健康や社会とのかかわりである。前者にお
いては，幸せは長続きしないが，後者においては，
幸せが長続きすることが知られている。目に見え
る，わかりやすい財や地位に夢中になりがちだが，
幸せは長続きしない。
　今，問われているのは豊かさの内実である。表
面だけの豊かさが，余裕と思いやりを喪失させて
いるが，自然に抱かれ「ゆっくり　五葉山に登ろ
う」と，地域発見「たまげたね！上有住」，「天嶽
地域構想学」の実践「鏡岩に親しもう」は，お互
いを認め合い，尊重し，他者へ寄り添う生き方の
大切さを語りかけている。
　私たちは，「成長」をよりどころに，物質的な
豊かさを幸福のモノサシとしてきたのではない
か。その呪縛を自ら解かない限り，真の豊かさ，
真の幸福を得ることはできない。
　２）共生のこころ
　「ゆっくり　五葉山へ登ろう」で教えられたこ
とがある。今日の生き方である。　
　声を掛け合う　初めて登山をしたという気仙沼
の高橋えりさんは，植物に詳しい人といっしょに
歩いたことで道端に咲く花々の名を教えていただ
いた。
　同じく気仙沼から来られた増田晃美さんは，こ
うした団体での登山は初めてで，声を掛けあい，
励まし合いながら，助け合って登るすごさ，素晴
らしを知った。病気と対峙し死と隣り合わせに生
きてきた大船渡の近藤育治郎さんは，「この機会
がなければ，泣き泣き寝ているようだった」とこ
の登山にかける思いを吐露した。ここには，他者
の存在を認め，尊重し合うすがたがある。
　支え合う　木の根につまき両ひざを痛めてしま
い，歩くことがままならなくなった，あの新沼ク
ワ子さんのアクシデント。そのことで私たちが感
じ合ったことがある。私たちは何気なく「支える」
「支援する」と言う。
　あの場面も行為として「支え」てはいた。ガス
が濃くなり，小雨降るなか，荷物を手分けして持
ち合い慎重に下山を続け，次第にお互いを思いや
る情感を交換させていった。単に「支援する」と
いう一方向でない，いつしか目線を同じくした「お
互い」という双方向の交流へと昇華させていった
のである。それは，本能的に自然に湧き出るよう
な思いやりである。
　必要とされることで，ささやかな充実感，達成
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感が生まれるが，支えられることもまた大切な行
為である。
　自らを解放する　手軽さや便利さが無批判に受
け入れられ，そうであることが当たり前となり，
「手段」であったことがいつしか「目的」にすり
替わっても，気づかないでいることがある。「早
く，早く」と何事にも急かされ，結果を追い求め
られ，確かな成果が問われる。そうした今日を反
映し，参加者が殺到した。「そうなんです。この
登山で自分を解放したかったのです」と，大船渡
から参加した高校教師の久保田奈奈さんは言う。
　この登山は，「早いこと」が必ずしも是とされ
るのでなく，「遅いこと」そのことにも意味があ
るということを，認識させてくれた。効率化が優
先され，個の存在が薄れている社会で，人間性を
回復していくために，人は自由時間を必要とする。
　感謝し合う　初めて会う人たちがほとんどなの
に，すぐに打ち解け，和やかで明るく弾んだ雰囲
気である。年配者が多く，同年代の仲間との登山
では，決して聞くことのできない人生談を聞き，
迷い，悩んでいたことが薄れていったという人も
いる。
　人から愛される長寿の秘訣は，「年を取るほど
必要なものはお金ではなく，親しい友であり，そ
の人たちとの楽観的で愉快な交流であり，家族や
友人から尊敬され，愛されていること」であると
いう。まさしくそのことがこの登山に体現されて
いたのである。
　いっしょに生きる　今，周りに流されず，人を
信頼するアドラー心理学が注目されているが，そ
こには，「自己受容」，「他者信頼」，「他者貢献」
がある。「ゆっくり　五葉山に登ろう」は，仲間
を信頼し，貢献したい，お互いいっしょに生きた
い，そういう思いに貫かれていた。あの登山を通
じ，ひとり一人が感じ，考え，こころに刻んだの
は，そのことではなかったか。お互いを認め合い，
尊重し，他者へも寄り添って生きる方法である。
　「花の百名山」「21世紀に残したい日本の自然
100選」「日本三百名山」に数えられる五葉山は，
尊重されるべき人間の存在が認められにくくなっ
ている今日，ひとり一人をしっかりと包みこんで
くれる。そして何が尊いことであるのか，その思
索と問いを，私たちに与える。
　３）未来につながる地域像
　地域発見「たまげたね！上有住」そして「鏡岩
に親しもう」は，人 ‐ 自然 ‐ 営為の連関におい
てこそ，豊潤な「生」が存在することを示唆する。
人と人との確かなつながり，自然に包まれている
ことの尊さ，たゆまぬ人びとの営みへの敬愛の姿
である。それは，この地に生きた人びとが迷い，
悩み，努力して築き上げたものである。ここから
見えてくるのが，未来につながる地域像である。
そこには次の５つの実践がある：
　①少子高齢化・人口減少社会にあって，そこで
生きることの意味を行動に表すこと
　②智慧，経験を集積し，主体性ある地域を形成
していくこと
　③地域の将来をその力量を超える地域外の力に
委ねないこと
　④地域固有の自然，歴史，産業，文化，長く受
け継がれてきた規範や営みを大切にしていくこと
　⑤地域の所与の条件と向き合い，志向する地域
像を探求していくこと。
　それは，生活が便利ではなやかになることでは
ない。堅実に暮らし，日常の些事を大切にし，多
少の不便さのなかにも幸せを感じる生き方であ
る。
　４）生きがいの源泉
　内省　悩み，苦しみ，悲しみをも抱えて生きる
ことは生命の糧でもある。風土や風景は，単に自
然であることにとどまらない。他者と交わり，自
己と向き合い，もがき，苦しみ，歓喜してきた経
歴が刻まれている。亡き人とともに生きてきた記
憶をも収蔵される。家のなかや学校に，畑や田や
山や道に，空や川や海に，朝日や夕日，生きもの
たちにも。戻ることのないかつての日常，もう会
うことのない人がいる。喪失感に苛まされること
がある。
　悲しみはこころのなかで深められ，少しずつ成
長し，悲しみが深められていくことで，その人の
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魂は満ち足り，人間としての成熟が生まれる。そ
れは，他者の痛み，悲しみ，苦しみを感じる力，
察知する力となる。ひいては地域の歴史や文化，
産業，伝統を生む源となる。ゆっくり，静かに自
らをかえりみることで，思いや考えが深まってい
く。
　内発的動機　「たまげたね！上有住」「鏡岩に
親しもう」の二つの行事がもたらしたものは何で
あったろうか。それは，ひとり一人が思考し行動
する動機となったことである。すなわち，
　①目の前にある風景や景色を意識して捉えてい
くことで，新たな発見や気づきがあったこと
　②ひとり一人が自らの歩みを顧み，考え，思索
する機会となったこと
　③それぞれが知識，経験，情感を交感すること
で，知覚が促され認識を得る動機となったこと
　④目の当たりにした先人の営為を自分のなかに
収めることで，その行為，意思，情熱を敬う心情
が芽生えてきたこと
　⑤事象をしっかり見据えることで，見えるもの
だけでなく，かたちが失われ，消え去ったものを
心象風景として想像できたこと
　⑥長くこの地を生きてきた長老の言葉を大切な
証言として聴いたこと
　である。こうした感じ方，捉え方をしていくこ
とは，共に生きること，周りへ想像を働かせるこ
とににつながる。
　内発力　上有住には，知恵，経験を集め，主体
性ある地域を自ら形成しようとしてきた精神風土
がある。少子高齢化社会，人口減少社会にあって，
凛として生き抜く姿である。地域の将来をその力
量を超える地域外の力に委ねない矜持もある。こ
こにはブータン王国につながる生き方がある。
　ブータンは，価値のモノサシを国民総生産
（GNP）ではなく，国民総幸福量（GNH）に置く。
経済的な豊かさが必ずしも幸福感を充足させない
という現状認識に立つ国家戦略観をもつ。その視
点は，①功利主義的経済学批判②グローバリズム
への警戒③自己啓発と伝統文化の維持④自然環境
の保全⑤足るを知る教経済学の尊重である。
　僧侶の言葉がある。「快楽が与えてくれるのは
束の間の喜びです。しかし，幸福は永遠の喜びを
もたらしてくれます。いくら快楽を求めても幸福
にはなれません」。幸福とはこころが満ち足りて
いることである。ことわざも示唆的である。「都
会のものは大きくても価値がない。森のものは小
さくても価値がある」。
　「成長」を超えた豊かさは，人口の多寡，老若
の比にかかわらず日々の営為のなかに存在する。
　５）自然と人間の調和
　私たちが亡失しかけていることは何か。人間と
しての，社会としてのありよう，そのことではな
かったか。追い続けたのはモノの豊かさであり，
そのことが幸せを実現できると思い違いしてきた
ことではなかったか。ここには，多様なものが多
様なままに，互いに存在を認め合って，共に生き
る大切さがあることが抜け落ちているのである。
　今の経済システムは成長を目的に組み立てられ
ているが，成長を追えば追うほど幸せから遠のい
てしまう。利便性の向上だけではこころは充たさ
れない。今，求められているのは，ひとり一人を
大切にし，共に生きることを尊ぶことである。人
びとが望んでいるのは人との絆，こころでつな
がった人との交流である。人間として認められ，
尊重されることが「生きる力」になるのである。
　もう一つは「自然」とのつながりである。身の
回りにある自然，見のがしてきた自然の営みに接
し，かかわり，親しむことである。こうした日常
の小さなことに喜びや感動を見いだしモノにとら
われない生き方，豊かな自然に抱かれ，人と濃密
に交わり，多少の不便さのなかにも幸せを感じる
生き方が志向される。
　佐々木俊三前副学長は述べている。「世界には
量になり得ない質，質的差異が存在していること
によくよく気づかなければならないと思います」。
この言葉は，画一的なモノをいくら多く保有して
も，多様さに適わないことを言い当てる。今日的
な諸課題を見ていく上で，重要な指摘である。
　豊かさや幸せは，画一したモノを得るのではな
く，多様な存在をそのまま受け入れていくことで
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得られる。「成長」の呪縛から解き放たれるとし
たらこのことへの自覚しかない。「成長」の過程
で生み出された「少子化」，「高齢化」，「過疎化」
がどんなに進行しても，なまなましい人間は存在
する。人はだれも，迷い，悩み，もがきながらも
たゆまぬ努力をしている。その事実や，その足跡
を大切にしていくことが，自らの人生を豊かにす
る。他者へ想いをいたすことは，自己をかえりみ
ることでもあるからだ。
　今こそ大切にしなければならないことがある。
①自然と人間の調和，②「自分はここで，こうやっ
て生きている」という地に足の着いた生き方，そ
して，③それぞれの存在を認め合い尊重し合う社
会である。
　自然―人―営為のなかにこそ，真の豊かさがあ
る。それは，「成長」を超えた，こころが充たさ
れる豊かさである。
（東北学院大学経済学部経済学科1977年３月卒業，住
田町役場，林野庁を来歴，岩手大学農学部元非常勤講
師，住田高校同窓会副会長）
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